２００４ハンググライディング日本選手権大会in耳納

開催趣意書

「降下」から「滑翔」へ

　ハンググライダーが日本に上陸して以来３０年が過ぎようとしています。三角形の大型風呂敷のようなセール、テントから流用したような３本継ぎアルミ製細いパイプとステンレスワイヤの骨組み。これを担いで山から飛び降りることは当初はなかば冒険でもありましたし、マスコミにもそのようにもの珍しげに取り上げられましたが、軽くてシンプルな装備で、動力も持たずに自分の足だけで滑走して地上を離れることができる魅力は、全世界に愛好者の輪を拡げていきました。

　その後、機体は理論的機能的に改良・開発が続けられ、その性能の進化には目を見張るものがありました。「より高く、より速く、より遠くへ・・・」を旗印に多くのアイデアや技術を取り込み消化しつつ、山から「飛び降りる」道具から、上昇し滑空する・・・文字通りのグライダーとして完成されてきました。

「滞空」から「距離・スピード」へ

　機体の進化と共に競技の内容も大きく変化しました。滞空時間や着陸精度を競ったのは遠い過去の話。今では上昇気流をより効率よくつかんで乗り継ぎ、条件次第では１００Ｋｍ以上の距離をより短時間に飛び切る、というグライディングの技術とセンスを競い合い、ＧＰＳに記録される航跡によってデジタルに判定されます。

世界の日本

　近年、メジャーリーグの野茂・イチロー・松井・・・、サッカーの中田・高原・・・、マラソン・水泳・スケート・スキー・・・と、スポーツの世界では日本人選手が世界の超一流選手たちと同じ土俵で互角に戦う姿が華々しく目に付くようになりましたが、ハンググライダーの世界でもその波は押し寄せてきています。世界ランキング上位に食い込み、大会では表彰台の最上段に昇る場面もあり、日本人選手がグローバルに活躍するようになりました。日本の一流がすなわち世界の一流といえる時代になってきたのです。

日本選手権開催の意義

　こうした時代の流れの中で、選手自身を含めて誰もが認める「日本の一番」を決定するのが「日本選手権大会」であり、参加する選手たちは世界トップクラスの技術・能力のすべてを注いで戦います。そしてこの大会は、航空スポーツの世界的統一組織であるＦＡＩの競技規定を満たし、これに参画し日本を代表するＪＡＡの内部組織ＪＨＦ（日本ハンググライディング連盟）が公認しますから、選手の順位・得点は世界ランキングのポイントとしても換算・加算されます。

　このように名実共に世界に通じる大会を、私たちのホームエリアであるこの耳納山地を舞台に、下記の内容で開催することを企画しています。大会を運営する私たちにとってこれは非常に大きな名誉であると同時に、世界に恥じないよう最後まで厳正に競技を遂行する責任を感じています。

　更に、２００５年に久留米市と合併する田主丸町としての最後の年に、それを祝賀・記念するかのように、この地において大会が開催されることは、単なる偶然ではないような気がします。この記念すべき大会を、地元の皆様に喜んでいただきけっして迷惑をかけず、持てる知恵の全てを出し合って、この地区の名が全国に響き渡り、ハンググライディングの歴史に刻まれ語り継がれるような大会にしたいと夢見ております。

　皆様方には是非ともこの大会にご賛同とご協力を賜りたく、よろしくお願いいたします。
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